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１．問題と目的
障害のある同胞をもつ兄弟姉妹を「きょうだい

児」と言う。きょうだい児は「障害児や親を支える
役割を期待される傾向にあること，それに伴い，何
らかの困難を抱える傾向にあること」（竜野・山中，
2016）が明らかにされており，自身の抱える悩みや
葛藤を表明することに難しさを感じている現状があ
る。

聴覚障害がある弟とともに育った藤木（2022）は，
自分だけきこえることが申し訳ないと思っていたこ
と，きょうだい児が悩みを言うことは，「きょうだい	
vs	障害のある人」，「きょうだい	vs	親」という対立
関係に見られてしまいやすいことを述べている。し
かし，障害がある同胞が生きていく上では，きょう
だいとの関わりは避けられないため，きょうだい児
支援は結果的に同胞の生活にも影響を及ぼす。つま
り，障害者支援の観点からも，障害児ときょうだい
児の関係性を踏まえて，きょうだい児を支援するこ
とは避けては通れない課題である。

きょうだい児研究の第一人者である Meyer	&	
Vadasy（2013）は，きょうだい児についての文献を
振り返り，きょうだい児が抱く思いを以下のように
まとめている。
・	同胞の障害や病気に関する，生涯にわたって常に

変化していく情報の必要性（Lobato,	1990;	Schorr-
Ribera,	1992;	Powell	&	Gallagher,	1993）

・	家族の他のメンバーが知っている情報を知らされ
ない時（Bendor,	 1990），支援の提供者から無視
される時（Doherty	1992），同胞に対する葛藤を
共有する相手へのアクセスが閉ざされる時に感じ
る孤独感（Meyer	&	Vadasy,	1994）

・	病気や障害を引き起こした可能性，またはその状
態を免れたことへの罪悪感（Koch-Hattem,	1986）

・	同胞が家族の中心，注目の的であったり，自分に
は許されないことが同胞の場合は許されたりする
ことへの憤り（Podeanu-Czehotsky,	1975;	Bendor,	
1990）

・	学業，スポーツ，その他の態度などにおいて
成功しなければならないというプレッシャー
（Coleman,	1990）

・	自分より年上の同胞を世話しなければならないこ
とへの葛藤（Seligman,	1979）

・	きょうだい児としての将来的な役割への不安
（Fish	&	Fitzgerald,	1980;	Powell	&	Gallagher,	
1993）
このようにきょうだい児研究は海外でも日本でも

実施されてきたが，柳澤（2007）は，障害種が限定
されているものは少なく，様々な障害のある児・者
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要約：本研究の目的は，SODA（聴覚障害者のきょうだい）が児童期に抱える思いを明らかにする
ことであった。オンライン上で成人 SODA13 名に対して半構造化面接を実施し，児童期を振り返る
ことで回想的に体験を語ってもらった。そこで得られた語りの内容を質的に分析した結果，11 テー
マを抽出することができた。それらの中でも特に，「同胞とのコミュニケーションに関する思い」，

「SODA としての役割からの解放への思い」，「自分はきこえることへのネガティブな思い」において，
SODA に特徴的な思いが確認された。また，SODA の思いの核となる部分には，本音での対話がで
きるコミュニケーション手段が重要であることが示され，その背景に手話の存在が浮かび上がった。
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を世話しなければならないことへの葛藤やきょうだ
いとしての将来的な役割への不安」との重なりが窺
える。また，③に関しては Meyer	&	Vadasy（2013）
によるきょうだい児の思いには記載がなかったため，
SODA に特有の体験である可能性がある。SODA を
支援していくためには，こうした SODA 特有の体験
をさらに明確にしていく必要がある。

また，丸田（2020）は SODA の当事者研究として，
SODA としての自らの経験を振り返るとともに，両
親や先生への聞き取り調査を実施し，SODA として
のしんどさや生きづらさを語った。

これまでの日本における研究を振り返ってみると，
複数人の SODA に対して聞き取り調査を実施し，そ
の思いを明らかにした Tattersall	&	Young（2003）
のような研究は見当たらない。そこで筆者は，日本
でこのような研究を実施することに意義があると考
えた。

本研究の目的は，未だ明らかになっていない
SODA に特徴的な思いを探索的に明らかにし，
SODA の支援に繋げることである。ここでの「思
い」とは，「ある経験をしてもたらされる気持ちや考
え」と規定する。本研究では成人 SODA を対象とし
て児童期（6 歳頃から 12 歳頃まで）を回想してもら
い，体験の聞き取りを行う。児童期の思いに注目し
たのは，児童期は学校生活や友達集団の中で子ども
の世界が飛躍的に広がり，社会的な発達が著しい時
期であり，家族関係が健全に機能しているかどうか
がこの時期の子どもの精神的安定や学校適応に影響
を及ぼすことが指摘されているからである（菅原他，
2002）。本研究では，きょうだい関係に及ぼす要因が
より複雑化する青年期以前の段階，つまり児童期に
焦点づけて語りを引き出し，検討することとした。

加えて，SODA が抱える悩みというネガティブな
側面にだけ注目するのではなく，SODA だからこそ
経験できるというポジティブな側面も明らかにした
いと考えた。これは Tattersall	&	Young	（2003）の，
聴覚障害児がきこえるきょうだいに与える影響は単
に肯定的か否定的かで捉えない方が良いという考え
に基づいている。

２．方法
（1）調査対象者及び調査期間

成人 SODA	13 名（男性 7 名，女性 6 名，25 歳
～ 61 歳）を対象とした。同胞より年上の立場が 7
名，年下の立場が 4 名，中間子が 2 名であった。本
研究では条件の統一のために，CODA（Children	Of	
Deaf	Adults:	聴覚障害者を親とする子ども）でもあ
る SODA は調査対象から除外した。調査は 2024 年
の 8 月から 11 月にかけて行った。
（2）対象者のリクルート方法

のきょうだいを対象にしている研究が多いと述べて
いる。しかし，きょうだい児への十分な支援を行う
ためには，特定の障害に焦点を当てた研究も必要で
ある。そこで，筆者は特定非営利活動法人手話言
語獲得習得支援研究機構（略称 NPO こめっこ）に
研究補佐員として携わっている経験を活かし，聴覚
障害児・者のきょうだい（Siblings	of	Deaf	Adult/
Children:	略称	SODA）に焦点を当てて研究するこ
ととした。

SODA に 関 す る 研 究 と し て は，Tattersall	&	
Young（2003）の，6 人の SODA に対して聞き取り
調査を行った研究がある。その結果，①きょうだい
関係（Sibling	relationship），②きこえる世界での生
活（Life	 in	the	hearing	world），③他の SODA の
影響（Similar	others），④コミュニケーション方法

（Sibling	communication），⑤同胞の聴覚障害の受
容（Acceptance	of	sibling’s	deafness），⑥職業選択

（Professional	 life）の六つの特徴的なテーマが浮か
び上がった。

①には，「同胞の難聴はそれほど大きな違いをもた
らさなかった」といった，「普通さ」を主張する回答，
②には，「周りの人にろう者だと揶揄われると，イラ
イラする」といった体験，③には，同じ境遇にある
SODAとの関わりを希望するような語り，④には，「会
話が表面的なものになる傾向があった」，「時々苛立
ちを感じることがあった」などの体験，⑤には「幼
い頃は同胞の耳を治したいと考えていたが，耳が聞
こえないことは悪いことではないと気づいた」といっ
た語りが含まれる。⑥に関しては，対象者のうち 1
人が職業選択に同胞の障害が影響していると回答し
た。また，6 名中 5 名の語りの中に一見矛盾した回
答が見られたことについて，同胞と共に成長するこ
とが，SODA に肯定的にも否定的にも影響を与える
という複雑さを理解するために重要だと考察されて
いる。この矛盾の理由として，SODA は同胞に対し
て肯定的感情と否定的感情の両方を抱くという感情
的両価値性（Voysey，1975）と「障害者のきょうだい」
という汚名を着せられないように振る舞うというス
ティグマ回避の意識（Goffman，1990）が挙げられた。

日本における SODA の研究には，佐藤（2008）の
聴覚障害児のきょうだい支援プログラムの開発があ
る。ろう学校及び難聴学級において聴覚障害児にか
かわっている担当教員を対象に「これまで担当した
聴覚障害児のきょうだいにおいて生じた課題」の聞
き取り調査を実施し，①親にかかわってもらえない，
②同胞の支援の一旦を担っている，③同胞にかかわ
れない，といった特徴が報告された。上記の三つの
特徴の①は，Meyer	&	Vadasy（2013）がまとめたきょ
うだい児の思いのうち，「同胞が家族の中心・注目の
的であることへの憤り」，②は「自分より年上の同胞
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（1）全体の結果
調査対象者 13 名（A ～ M）の属性を Table	2 に

示す。次に，面接の語りを前述の方法で分析し，
SODA が児童期に抱える思いとして Table	3 に示す
11 テーマを抜粋した。
（2）各テーマの内容

ここでは，テーマごとにどのような回答が含まれ
たかを記す。調査対象者の回答内容一覧は Table	4
として，文末に示す。

①「同胞の聴覚障害を特別視しない思い」は同胞
に聴覚障害があることは当たり前のことであり，	

同胞と自分は対等であるという考え方に基づいて
おり，11 名（A，B，D，E，F，G，H，I，J，K，L）
の回答が含まれる。「きこえる，きこえないって関係
ないと思う」（F），「耳がきこえないだけ」（G）など
の発言が見られ，耳がきこえなくてもきょうだいで
あることに変わりはない（B，L）という思いも語ら
れた。

②「同胞とのコミュニケーションに関する思い」は，
同胞とのコミュニケーション手段やその際の困難の
有無についてであり，13 名全員の回答が含まれる。
調査対象者のうち 11 名の家庭では口話が中心であ
り，口話の補助として指文字や単語レベルの簡単な
手話を用いている場合もあった。その中でコミュニ
ケーションに問題はないという旨の発言があったの
は 6 名（A，B，D，F，H，K）であった。一方，口
話だけでは伝わらないこともあり，もどかしさやス
トレスを感じていた対象者は 5 名（C，E，G，J，M）
であった。

口話を中心にコミュニケーションを取っていた対
象者からは，心から思っていたことを伝え合うこと
はできずに喧嘩できなかった体験（A，E，G，M）
が語られた。また，家庭以外の場で楽しそうに手話
で話す同胞の様子についての語りがあった（C，J）。

聴覚障害者に研究の概要を説明し，そのきょうだ
いである SODA を紹介してもらう形式で対象者を
募った。
（3）調査方法・調査内容

オンライン会議アプリ zoom を用いて半構造化面
接を実施した。面接は原則一人につき2 回ずつ行い，
面接時間は，1 回目は 60 分，2 回目は 30 分であった。
2 回目の面接では，1 回目の面接の内容の中で筆者
がさらに深めたいこと，調査対象者が考えたことや
訂正したいことを扱った。インタビューガイド（Table	
1）の内容は先行研究や SODA からの助言を参考に，
児童期の SODA を包括的に捉えることのできるもの
とした。質問する順番は面接の流れの中で違和感の
ない順番になるように適宜変更した。
（4）倫理的配慮

本研究は，神戸大学の研究倫理委員会による承認
を得て実施した（受付番号：746-2）。調査対象者に
事前に研究の目的，個人情報の保護，研究方法及び
公表の方法などについて説明し，同意を得られた者
に対して調査を実施した。調査対象者の語りについ
ては，研究結果に影響しない程度に，個人が特定さ
れないよう変更を加えた。
（5）分析方法

音声を文字起こしし，Excel に「SODA が児童期
に抱える思い」が表れている語りを書き出した。次
にそれぞれの語りを一般的な言葉に言い換えること
でラベリングを行った。最後に同じようにラベリン
グされた語りをグルーピングし，「思い」のテーマを
抽出した。分析結果は，質的研究の経験のある研究
者，及び臨床心理学を専門とする大学教員や大学院
生の協力を得て，結果の妥当性について注意深く検
討を行った。

３．結果
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という汚名を着せられないように振る舞うというス
ティグマ回避の意識（Goffman，1990）が挙げられた。

日本における SODA の研究には，佐藤（2008）の
聴覚障害児のきょうだい支援プログラムの開発があ
る。ろう学校及び難聴学級において聴覚障害児にか
かわっている担当教員を対象に「これまで担当した
聴覚障害児のきょうだいにおいて生じた課題」の聞
き取り調査を実施し，①親にかかわってもらえない，
②同胞の支援の一旦を担っている，③同胞にかかわ
れない，といった特徴が報告された。上記の三つの
特徴の①は，Meyer	&	Vadasy（2013）がまとめたきょ
うだい児の思いのうち，「同胞が家族の中心・注目の
的であることへの憤り」，②は「自分より年上の同胞
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年上の立場の SODA（B，C，E，G）からは，親が
同胞の聴覚障害を知った時に取り乱したり，同胞の
教育に必死になったりした様子が語られた。一方で
年下の立場の SODA からは，「動揺している様子は
見たことがない」（H，K，L）という語りが得られた。
ただし，F は年上の立場であったが，「取り乱す様子
は見たことがなく，親の配慮だったのかもしれない
が，よかったと思う」と語った。

④「親の SODA への関わりに対する思い」は，親
が児童期の SODA とどのような関わり方をしたか
についてであり，13 名全員の回答が含まれる。同胞
はいつも親の注目の対象であったことへの羨ましさ

（A，D，I），自分の優先順位は低いというセルフイメー
ジの定着（C，E，G）などが語られた。一方で 5 名（B，
H，J，L，M）は，親が意識的に SODA との時間を作っ
てくれていたことを語った。

⑤「期待と称賛による過剰適応への思い」には，

さらに，「大人になって，初めて兄と手話で喧嘩した
時，すごく嬉しかった」（M），「同胞が，『わからなかっ
たからもう一回言ってほしい』と伝えてくれたのが
嬉しかった」（F）など，手話を通して，諦めずに思
いを伝え合えたことへの喜びが語られた。

一方，家庭内に手話がある環境で育った SODA は
2 名（I，L）であった。家庭における会話の共通言
語が手話であった I は「（きこえない）姉が会話に入
りたい時にすぐに入ってこられるように第一言語を
手話にしていた」と語り，SODA であることに葛藤
することなく成長したと言う。L は「姉と母が手話
でやり取りをしていたため，自然と覚えた」と述べ，
L から同胞へは手話，同胞から L へは口話というコ
ミュニケーション方法だったと語った。L から，コ
ミュニケーションに関する困難は語られなかった。

③「親の動揺に関する思い」には，11 名（B，C，
E，F，G，H，I，J，K，L，M）の回答が含まれる。
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⑪「自分が SODA であることへの思い」は主に「自
分が聴覚障害者のきょうだいであることが，今の自
分に与えている影響はあるか」という質問に対する
ものであり，10 名（A，B，E，F，G，H，I，J，L，M）
の回答が含まれる。「基本的に人格の根底に SODA
がある」（A），「SODA であることは性格というか，
一種の行動様式のよう」（E），「自分の今のアイデン
ティティを考えた時に，SODA じゃないパターンは
考えられない」（L），「生き方というか，SODA であ
ることの影響を 100％受けている」（M）といった，
SODA であることが性格や生き方に影響している語
りがあった。一方で，「良くも悪くも特に影響はない」

（J）という語りもあった。

４．考察
（1）SODA以外のきょうだい児と共通する思い

抽出された 11 テーマのうち③，④，⑤，⑦，⑧，⑩，
⑪は Meyer	&	Vadasy（2013）がまとめた，これま
での研究で明らかになったきょうだい児の思いと重
なる。このことにより，SODA 以外のきょうだい児
に見られる思いの多くが，SODA にも見られること
がわかった。①は，越智（2017）や阿部（2015）な
ど複数の文献で報告された。
（2）SODAに特徴的な思い

11 テーマのうち②，⑥，⑨は，Meyer	&	Vadasy
（2013）がまとめたきょうだい児の思いには見られな
かった，SODA に特徴的な思いが含まれた。以下で
はこれらのテーマについて考察する。
ⅰ）「同胞とのコミュニケーションに関する思い」

口話中心の会話においてもどかしさを感じる体験
は，Tattersall	&	Young（2003）においても語られた。
もどかしさを感じる理由として，本研究から「コミュ
ニケーション」には情報伝達の側面と，本音での対
話ができるかという側面があることが浮かび上がっ
てきた。本音での対話ができなかったという体験
は，対話ができないために関わり方がわからないと
いう点で，佐藤（2008）の「SODA が同胞に関われ
ない特徴」に通ずる。同胞とのコミュニケーション
において情報伝達さえできていれば，一見問題なく
対話できると思われるが，本音を遠慮なく伝え合う
ためにはそれだけでは不十分である。Tattersall	&	
Young（2003）は，「同胞とどんなことでもコミュニ
ケーションが取れるという回答をした SODA であっ
ても，実際にはコミュニケーションがかなり表面的
であったことを面接の後半で認めた」と報告してい
る。

つまり，口話やジェスチャーであっても情報伝達
という意味では問題ないと回答した SODA も，その
会話は本当の意味で互いを理解し合えるような深い
ものではなかったことに気づき，このような矛盾に

9 名（A，B，C，E，F，G，I，L，M）の回答が含
まれる。親に迷惑をかけないように手のかからない

「いい子」になった体験が，全員から語られた。3
名（A，G，M）からは，同胞を支援した際に褒めら
れる経験が多かったことが語られた。年上の立場の
SODA7 名中，6 名が過剰適応への思いを語ったこと
が特徴的であった。

⑥「SODA としての役割からの解放への思い」は，
SODA が同胞のことを気にせず，子どもらしく振る
舞える場所についての語りであり，6 名（B，E，F，
H，J，M）の回答が含まれる。そのような場として，
同胞が同じ空間にいない場である祖父母の家（F，H，
M），友達の家（B），近所の家（E）が挙げられた。
また，同胞が同じ空間にいる場としては療育センター

（F）やろう者の集まり（J）が挙げられた。
⑦「SODA の生き方の選択肢に関する思い」には	

4 名（A，E，F，M）の回答が含まれる。「誰かが，
周りの期待に応える生き方じゃなくてもいいよって
言ってくれていたら」（A）など，SODA であっても
様々な生き方の選択肢があることを示してほしかっ
たという思いが語られた。また，「SODA は『NO』
と言える子に育ててほしい」（F）という，生き方
を押し付けられないための育て方への要望も語られ
た。

⑧「偏見に対する思い」は，SODA が障害などに
対する偏見に敏感になったり気を配るようになった
りすることや，世の中の対応への違和感を抱くこと
などで，10 名（A，B，C，D，E，H，I，J，K，M）
の回答が含まれる。一方，自分自身が障害者に対し
てどのように接して良いかわかるようになったこと
など，ポジティブな影響も語られた。

⑨「自分はきこえることへのネガティブな思い」は，
自分にだけ周りの声がきこえてしまうことへのしん
どさについての語りや，きこえなければよかったと
思った瞬間についてのエピソードであり，3 名（E，
G，M）の回答が含まれる。「『きこえないことで得
をしていることってゼロではないよね』と子どもの
頃は思っていた」（G）という，きこえないことを羨
ましく感じたことの語りがあった。具体的な場面と
して，両親が夫婦喧嘩をしているとき（E），周囲の
人からの同胞への陰口が自分にだけきこえてしまう
とき（E），同胞の障害についての深刻な話を聞いて
しまったとき（M）などが挙げられた。

⑩「障害の原因探しに関する思い」には	5 名（E，F，
K，L，M）の回答が含まれる。聴覚障害の原因がわ
からないために生じる，家族や親戚間の軋轢につい
て語られた。また，聴覚障害のある同胞より年上の
立場である SODA の場合，自分の行動のせいで同胞
の耳がきこえなくなったのではないかと思った体験

（K，M）も語られた。
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年上の立場の SODA（B，C，E，G）からは，親が
同胞の聴覚障害を知った時に取り乱したり，同胞の
教育に必死になったりした様子が語られた。一方で
年下の立場の SODA からは，「動揺している様子は
見たことがない」（H，K，L）という語りが得られた。
ただし，F は年上の立場であったが，「取り乱す様子
は見たことがなく，親の配慮だったのかもしれない
が，よかったと思う」と語った。

④「親の SODA への関わりに対する思い」は，親
が児童期の SODA とどのような関わり方をしたか
についてであり，13 名全員の回答が含まれる。同胞
はいつも親の注目の対象であったことへの羨ましさ

（A，D，I），自分の優先順位は低いというセルフイメー
ジの定着（C，E，G）などが語られた。一方で 5 名（B，
H，J，L，M）は，親が意識的に SODA との時間を作っ
てくれていたことを語った。

⑤「期待と称賛による過剰適応への思い」には，

さらに，「大人になって，初めて兄と手話で喧嘩した
時，すごく嬉しかった」（M），「同胞が，『わからなかっ
たからもう一回言ってほしい』と伝えてくれたのが
嬉しかった」（F）など，手話を通して，諦めずに思
いを伝え合えたことへの喜びが語られた。

一方，家庭内に手話がある環境で育った SODA は
2 名（I，L）であった。家庭における会話の共通言
語が手話であった I は「（きこえない）姉が会話に入
りたい時にすぐに入ってこられるように第一言語を
手話にしていた」と語り，SODA であることに葛藤
することなく成長したと言う。L は「姉と母が手話
でやり取りをしていたため，自然と覚えた」と述べ，
L から同胞へは手話，同胞から L へは口話というコ
ミュニケーション方法だったと語った。L から，コ
ミュニケーションに関する困難は語られなかった。

③「親の動揺に関する思い」には，11 名（B，C，
E，F，G，H，I，J，K，L，M）の回答が含まれる。
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いる（河﨑，2025）。
ⅲ）「自分はきこえることへのネガティブな思い」

同胞に対して「きこえないことが羨ましい」と感
じる瞬間があることが，特徴的な語りとして得られ
た。このように感じる瞬間に共通しているのは，心
理的な負担を感じる情報が自分にだけきこえる一方
で，同胞はきこえないため，その負担を免れている
ということである。具体的な場面として挙げられた
夫婦喧嘩は，同胞の障害に関係することではないが，
きいていて不快感を抱く体験である。また，同胞へ
の陰口や障害についての話は同胞の障害が原因で生
じることであり，原因となった同胞自身には聞こえ
ていないことに不満を感じる瞬間の例である。

（3）出生順について ―全体を通して―
全体を通して，同胞よりも年上か年下かという「出

生順」によって面接の内容に違いが生じることが示
唆された。今回の面接では，年下の立場の人は親や
同胞への不満はほとんど無いのに対し，年上の立場
の人は SODA として伝えたい思いがはっきりとある
ことが示された。この結果は，Seligman（1979）や
西村・原（1996）が示す，年下のきょうだい児が抱
く「年上の同胞を世話しなければいけないことへの
葛藤」とは反したものとなった。このような先行研
究との違いが見られた理由として，SODA に求めら
れる同胞の支援は主に聴覚情報の伝達だが，自分が
生まれる前からすでに何らかのコミュニケーション
方法を身につけている兄・姉に対して「支援しなけ
れば」という思いは他の障害者のきょうだい児と比
較すると弱いことが考えられる。つまり，支援の必
要性は感じながらも，負担に思うほどではなかった
と言える。

また，年上の立場の SODA は，親が同胞の障害に
対して動揺したり同胞の教育に必死になったりして
いる様子を間近で見ており，その記憶が残っている
点でも，年上の SODA と年下の SODA の思いに違
いが生じたと考えられる。

（4）本研究の限界と今後の展望
本研究の限界の一つ目は，調査対象者の偏りであ

る。方法で示した紹介経路で調査対象者を募った
ため，ある程度良好なきょうだい関係を築いている
SODA が，結果的に多く含まれていた可能性がある。
また対象 SODA の同胞は，就業している人が多かっ
たが，実際は，聴覚障害者が皆自立して働けている
わけでなない。同胞を養う生活をしている SODA を
対象に面接を実施した場合，異なる結果が得られる
可能性がある。

二つ目は，手話が家庭内にある環境で育った
SODAの人数が少なかったことである。本研究では，
きょうだい関係を築いていくために手話が重要だと
いう可能性が示唆されたが，対象者のうち，手話が

至るのだと筆者は捉えている。本研究においても，
Tattersall	&	Young（2003）の報告と同じような，
コミュニケーションの深さに関する語りが得られた
ことは，SODA の思いを明らかにする上で非常に重
大な結果である。

この点を考えるにあたって重要な，手話に関する
語りが得られた。結果で述べたように，複数人の語
りから，手話でコミュニケーションをとることによっ
て遠慮のない対話ができる様子が示された。した
がって，きょうだい関係に手話が共通言語として存
在する状況は，同胞のみならず SODA にも良い影響
をもたらすと考えられる。

本研究の対象者のうち，家庭内の言語が手話で
あったのは 2 名のみであったため，手話が SODA
に及ぼす影響について明らかにするには対象が少な
かった。家庭内言語が口話であった対象者が多かっ
た理由として，聴覚口話法以外を認めない従来のろ
う教育が関わっている。我妻（2017）によれば，日
本では平成初期頃までろう学校における手話の使用
が厳しく制限されており，このような歴史的背景が
影響し，手話で育った人が少なかったと考えられる。
今後は，手話がある環境で育った SODA に対して聞
き取り調査を進めていくことで，手話の存在の影響
を明確にしていく必要がある。
ⅱ）「SODA としての役割からの解放への思い」

同胞が同じ空間にいない場では，SODA は年相応
に子どもらしく振る舞ったり扱ってもらえたりする
ことが多い。そのため，普段の生活で周りに迷惑を
かけないように気を張っている SODA にとって息
抜きのような時間であったと推測できる。また，療
育センターやろう者の集まりにおいて同胞が同じ空
間にいるにも関わらず役割からの解放が見られたの
は，ろう者がマジョリティの空間であるからだと考
えられる。普段の生活では聴者を中心とした会話が
行われるため，SODA は同胞が理解できるよう気に
かけ，必要があれば支援する。一方で，ろう者がマ
ジョリティの場では，SODA は同胞を言語面で支援
する必要がなくなり，むしろ言語的なサポートを受
ける被支援者にさえなり得る。このような環境で，
SODA は支援者としての役割からの解放を感じるの
だと考えられる。阿部・神名（2015）は，家族全員
が参加できる活動によってきょうだい児は子どもの
立場で親に関わってもらえ，同胞と感情の共有がで
き，他の家族の活動の様子を見ることで家族感の変
容につながると述べている。このことから，親，同
胞，SODA の三者が参加できる場は SODA にとっ
て良い影響があると言える。先述の NPO こめっこ

（https://www.comekko.com）は SODA も同胞とと
もに活動に参加することができ，手話を共通言語と
しているため，役割からの解放の場として機能して
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影響を明らかにするには不十分であった。今後は，
手話で育った SODA を対象に研究を進め，SODA
にとっての手話の重要性について明確にしていく必
要がある。

脚注
1	「SODA」に関しては，「ろう・難聴者のきょう
だい」，「きこえない・きこえにくい人のきょうだ
い」等の訳もあるが，本研究では「聴覚障害者
のきょうだい」とした。
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本研究を実施するにあたり，調査対象者として貴

重な体験をお話し下さった 13 名の皆様に謝意を表
する。また，調査対象者を募るにあたりご協力いた
だいた，聞こえないきょうだいをもつ SODA ソーダ
の会代表である藤木和子氏，NPO こめっこの久保沢
寛氏に心より感謝する。
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いる（河﨑，2025）。
ⅲ）「自分はきこえることへのネガティブな思い」

同胞に対して「きこえないことが羨ましい」と感
じる瞬間があることが，特徴的な語りとして得られ
た。このように感じる瞬間に共通しているのは，心
理的な負担を感じる情報が自分にだけきこえる一方
で，同胞はきこえないため，その負担を免れている
ということである。具体的な場面として挙げられた
夫婦喧嘩は，同胞の障害に関係することではないが，
きいていて不快感を抱く体験である。また，同胞へ
の陰口や障害についての話は同胞の障害が原因で生
じることであり，原因となった同胞自身には聞こえ
ていないことに不満を感じる瞬間の例である。

（3）出生順について ―全体を通して―
全体を通して，同胞よりも年上か年下かという「出

生順」によって面接の内容に違いが生じることが示
唆された。今回の面接では，年下の立場の人は親や
同胞への不満はほとんど無いのに対し，年上の立場
の人は SODA として伝えたい思いがはっきりとある
ことが示された。この結果は，Seligman（1979）や
西村・原（1996）が示す，年下のきょうだい児が抱
く「年上の同胞を世話しなければいけないことへの
葛藤」とは反したものとなった。このような先行研
究との違いが見られた理由として，SODA に求めら
れる同胞の支援は主に聴覚情報の伝達だが，自分が
生まれる前からすでに何らかのコミュニケーション
方法を身につけている兄・姉に対して「支援しなけ
れば」という思いは他の障害者のきょうだい児と比
較すると弱いことが考えられる。つまり，支援の必
要性は感じながらも，負担に思うほどではなかった
と言える。

また，年上の立場の SODA は，親が同胞の障害に
対して動揺したり同胞の教育に必死になったりして
いる様子を間近で見ており，その記憶が残っている
点でも，年上の SODA と年下の SODA の思いに違
いが生じたと考えられる。

（4）本研究の限界と今後の展望
本研究の限界の一つ目は，調査対象者の偏りであ

る。方法で示した紹介経路で調査対象者を募った
ため，ある程度良好なきょうだい関係を築いている
SODA が，結果的に多く含まれていた可能性がある。
また対象 SODA の同胞は，就業している人が多かっ
たが，実際は，聴覚障害者が皆自立して働けている
わけでなない。同胞を養う生活をしている SODA を
対象に面接を実施した場合，異なる結果が得られる
可能性がある。

二つ目は，手話が家庭内にある環境で育った
SODAの人数が少なかったことである。本研究では，
きょうだい関係を築いていくために手話が重要だと
いう可能性が示唆されたが，対象者のうち，手話が

至るのだと筆者は捉えている。本研究においても，
Tattersall	&	Young（2003）の報告と同じような，
コミュニケーションの深さに関する語りが得られた
ことは，SODA の思いを明らかにする上で非常に重
大な結果である。

この点を考えるにあたって重要な，手話に関する
語りが得られた。結果で述べたように，複数人の語
りから，手話でコミュニケーションをとることによっ
て遠慮のない対話ができる様子が示された。した
がって，きょうだい関係に手話が共通言語として存
在する状況は，同胞のみならず SODA にも良い影響
をもたらすと考えられる。

本研究の対象者のうち，家庭内の言語が手話で
あったのは 2 名のみであったため，手話が SODA
に及ぼす影響について明らかにするには対象が少な
かった。家庭内言語が口話であった対象者が多かっ
た理由として，聴覚口話法以外を認めない従来のろ
う教育が関わっている。我妻（2017）によれば，日
本では平成初期頃までろう学校における手話の使用
が厳しく制限されており，このような歴史的背景が
影響し，手話で育った人が少なかったと考えられる。
今後は，手話がある環境で育った SODA に対して聞
き取り調査を進めていくことで，手話の存在の影響
を明確にしていく必要がある。
ⅱ）「SODA としての役割からの解放への思い」

同胞が同じ空間にいない場では，SODA は年相応
に子どもらしく振る舞ったり扱ってもらえたりする
ことが多い。そのため，普段の生活で周りに迷惑を
かけないように気を張っている SODA にとって息
抜きのような時間であったと推測できる。また，療
育センターやろう者の集まりにおいて同胞が同じ空
間にいるにも関わらず役割からの解放が見られたの
は，ろう者がマジョリティの空間であるからだと考
えられる。普段の生活では聴者を中心とした会話が
行われるため，SODA は同胞が理解できるよう気に
かけ，必要があれば支援する。一方で，ろう者がマ
ジョリティの場では，SODA は同胞を言語面で支援
する必要がなくなり，むしろ言語的なサポートを受
ける被支援者にさえなり得る。このような環境で，
SODA は支援者としての役割からの解放を感じるの
だと考えられる。阿部・神名（2015）は，家族全員
が参加できる活動によってきょうだい児は子どもの
立場で親に関わってもらえ，同胞と感情の共有がで
き，他の家族の活動の様子を見ることで家族感の変
容につながると述べている。このことから，親，同
胞，SODA の三者が参加できる場は SODA にとっ
て良い影響があると言える。先述の NPO こめっこ

（https://www.comekko.com）は SODA も同胞とと
もに活動に参加することができ，手話を共通言語と
しているため，役割からの解放の場として機能して
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